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　　　　　　∫．、㌃『’ーゼρ　”一！｝ろ

　　　　　　　　　　第ノ1回宇宙開発熱会定例会議項

　　　　　　　　　　　　　　　議事要旨
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　’

　　　　1一日時昭和％砺肝晒恢，、・こ，
i　　、’　　　　　午後2：00～4：00　　　　　　　’．

　　　　2場　研　宇宙開発委員会会議窪　　　　　，　　　　，●
　　＼3議　題（1）．技術部会第一分科会報告　　．　〆

　　　　’ゴ　　　　＠！インテルサヅト恒久化会議出席報告

　　　　4．資・料1！「1轄開発類会鰍旧事要旨’
　　　　　　　　　1み』。2’．宇宙開発委三会技術部会第一分科会

　　　　　　　　　　　　　報告　　　　　’　　＿

　　　　　　　　　ズ1』3インテルサットの恒久的制度につい．

　　　　　　　　　　　　・て　　　
一’

D　一　一　　一

　　　　∫出席者

　　　　　　委員　一山県昌夫一一　ぐ．
　。　　　　〃　　　網　島．　　毅　　　’　　．●　　　　　・　．　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　’大野勝三　
　　　　　関係省庁職員等　　　＼

　　　　　　科学技術庁研究調整局長　　・石，川　晃　夫

　　　　　・科学技術庁宇宙開発参回忌　一三　瀬　輝ノ雄

　　　　　　外三国髄合三三鑓孔壁卑孝
！ご文部省大二三四・犬曳代理二ず，田）二

　　　　　　　　　　　　　　・一　　　’　　（代理：　鈴　木）

　　　　　　通商産業省工業技繊総務部長　片・山石良β、

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　＼（代理：　1柑　馬）

　　気象庁総務部長．・上平輝夫

一　2　，・三（学理Σ．中村》
　郵政舗雌理局審議窟太源幹夫
　郵政省電波監理局無線通信部長．　大　塚　次　郎．

　　　　　　　ゼ。　．　　と牌：上田）
　塵設大臣官房披旧事官！増岡康治　一：
　　　　　　　　　　　　　　　（代理：一覧　田）
　　　　　　　　　　　　　　　　＼
説明著．　一　一　　，
　　日本大学工学部教授　佐貫亦男．
　　郵政省電気通信監理官　雑木輝彦・
　オブザニバー　　　　　　’

　郵政省電気通信参鞘．：奥田
　」　　　〃　　　副参事官　　堀　口噌

　　　　　∂〃　’庵波監理局櫛鯛査謀影山
　∫東京大学宇宙航空砺究所　　松　本：

　　宇宙開発事業団シネテム計画部・会　田　’　、

　　　　　　　　　ガ　．ジ　高、木一㌃
6議事要旨　　一

　（ノΣ．6月2日の懇談会り議事要旨にう硲て確認参行なわ

∫ン 黷ｽ。　　’．　　，　’　　・　　＼
　②　今回提出さ丸た技術部会第一・分科会報告につい．て・

　　佐貫分・科会長より説明iがあり、以下の賓’疑応答6後委

　．員会は、これを受理．した6　　　　　’　　・一

　網島1、第一号科学衛星の打上げに際しては、風の影

　　　　　響に対する積極的な措置をとることはボ出来な
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@’．　いと考えてよいか。
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佐貫3　そφとおりである。

山県3　TVCを使用するようになっても風を測定する

　　　ことは必要か◎、一．

佐貫3　そのとお・．りである。　　・ニ　　　　　　　一

山県3　ロケット辱で風をより正確に測ることは不可能

　　　か。　　　　　　　　一

佐貫3　か左り困難であろう。

網島ε　吟後信隠遊問題を琴員会で扱う易合留意ナべき

　　　点は。一　　　　　”　　　 ．．

佐貫3　事業団と東大に実施計画等を作成してもらい、

　　　事前に十分検討できる期間を旧いて審議して“く

　　　ことが適当と思われる。

③　先般行なわれたインテルサットの恒久化に関．する政府

　間会議について郵政省の柏木電気通信監理官ζり・会議

　の模様、協定の内容ならびに地域衛星打上げの権利が確

　保されたこと等の説明があり、以下の質疑応答がなざれ

　た。L　　　　　’　　　　　一・　　一

　山県：　協定成立に南たってフランスは、棄権したのか・

　柏木：　そρと澄りである・フランスの’ほか、メキシコ

　　　　等3ケ国が棄権し．た。

　山県書　ソ連はオブザーバー・であったのか。

’柏木：　そのと論りである。共産圏諸国の中では昨年か

　1　’ら干一ズがイ・ンテノヒサツ♪へ正式加亡している壺

　網島3　インテルサヅト協定に参加しないで、インテル．．

　　　　サ累トのサービスを科用する国はガ分担金を支払一

　　　　．うことがないため智得をするというごとにな一らぬ“

　　　　恥・．、一・．．’一　　一

　　一蝿鼈黶Du

　柏木3’そのようにも考えられるが、本組織は、利益を

’　　　　挙げることを前提にしているので必ずしもそうで

　　　　’はない。しかも方針決定についての発言櫓は当然

　　　　’異なってくる。

　網島＝　実際の計画は理事会が決めるのか。

　柏木：　そのとおりである。しかし・締約国緯会の憲見

　　　　は十分尊重されることとなろう。

　網島3　資本限度額は変え託るとのことだが限度額が小　　●

　　　　　さぐなれば、既出分との差額は、返されるのか。

　柏木3　そのと鉛りである。

　網島3　協定の署名・発効の項の内容は。

　柏木：、暫定協定国の。2∠ヲ以上の国の批准が必要だが、

　　　　それちの批准国の割当率の総計が全体の〃3以上

　　　　と表ることも必要であると矯うことである・　　；
　網脇うる！国のために打ち上げた鯉をイ也国力：利肘

　　　　することになった場合の扱いは。㌧

　柏木3　地域間通信を扱う左ら地域通信衛星の扱いとな
　　　　ろう㌔　　・　　　　　　　　　　　　●

　網島：，！つの衛星に対↓・こ九を日本：は日本：国内一のた

　　　　めに｛又例えばオーストラリアはオー客トラリア

　　　　国内のために用いるとすれば、それは箇内衛星と

　　　　考えられるか。

　柏木：　そめと誇りである。　”


